
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年７月１５日               NO,５７２ 

 

正眼寺 

 平出の正眼寺（しょうげんじ） 

の開創は、康応元年（１３８９） 

で雲谷寺二世無遍泰育和尚の開山 

と伝えられています。 

宝暦元年（１７５１）に再建さ 

れたようですが、寺の由緒などはほとんど不明です。 

 明治時代には、米倉謙龍住職が「娘の会」を結成し、寺で

学習し女性の地位向上を図るなど、生涯学習ともいえる活動

が展開されていました。 

 米倉謙龍住職の子として生まれた米倉大謙氏は、日本書道

協会理事・日本書道美術院理事審査員・群馬県書道作家連盟

名誉会長などを歴任した日本を代表する書家の一人でした。 

正眼寺には、市指定文化財の板碑三基があり、そのうち二          

         基には、南北朝時代の「文和二（１３

５３）」と読める文字があります。 

岩室神社の庚申塔 

           市の文化財に指定されている岩室

神社の五重塔の庚申塔は、高さは２１

０㌢で、寛文１２年（１６７２）に建

立されたものです。 

           層塔形式の庚申塔は、利根沼田地域

の独特なものといわれています。 
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 中の会商店街の七夕まつりが六斎市と同時開催で７日開かれ、多那の朝

取り野菜や利根実業高校の赤たまご、野菜、下田市や気仙沼市、半田市の     

友好都市物産の販売などがおこなわれ、  

多くの市民でにぎわいました。 

 上州真田武将隊の演武もおこなわれ、

来場者を楽しませてくれました。 

 会場では地元の物産販売だけでなく、

現物輪投げやトマトすくいなどのゲーム

もあり、子どもたちも楽しんでいました。 

 来年７月におこなわれる参議院選挙の梅村さえこ比例

代表予定候補が５日、薄根、利南、介護施設でくらしや

福祉、政治などについて参加者と懇談しました。 

 梅村さんは、 

森友・加計問題 

やくらし切り捨 

ての政治を変え 

るため「力を合 

わせ、政治をい 

っしょに変えま 

しょう」と参加 

者に訴えました。 

 

西日本を中心とした豪雨により、各地で土砂崩れ

や河川の氾濫などで、甚大な被害が発生しました。 

日本共産党利根沼田地区委員会は、被災者救援の

ための募金を受け付けています。日本共産党利根沼

田地区委員会までご連絡ください。 

 日本共産党利根沼田地区委員会（大東議員） 

  沼田市下久屋町９８３ 電話２３９－１５１ 

 ５月６日、北海道礼文島を出発した国民平和大行進（北海道→東京コー

ス）の日本海コースが６日、碓氷峠で長野県から群馬県に引き継がれ、群

馬県内の各市町村を行進する網の目平和行進がスタートしました。 

 利根沼田地域では８日、水上コー 

ス、川場コース、片品コースの３コ 

ースでの網の目平和行進が行なわれ、 

のべ約１００人が参加しました。 

 みなかみ町役場、川場村役場、片 

品村役場では、村長（代理者含む）、 

議長、教育長などからの挨拶があり、 

沼田公園まで行進しました。 


